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※成果等の説明に図表を使用していただいて構いません。（カラーも可） 
※提出して頂いた成果報告書をホームページでの公開を予定しております。 
 
１．研究の目的 

現在、屋根の防水工法として施工性あるいは環境保全などの観点から、機械的固定工法防水層

(以後、本防水層)が多く施工されている。本防水層は，強風時に風上と風下で防水シートの膨れ高

さが異なるため，固定部に鉛直力と水平力が同時に発生する事が明らかになっている。田中らは，「機

械的固定工法防水層での風被害が今もってなくならないのは，現行の設計法では水平方向に働く力の

影響が全く考慮されていないことにも原因がある」と水平力の重要性について指摘している。 

これを踏まえ，エアバッグ等を用いて防水層の膨れを再現する手法など水平力を評価す

るための幾つかの手法が開発されてきた。しかし，これらの評価手法においては固定部 1

ヶ所にかかる風荷重のみを考慮した手法であり，複数の固定部に対する風荷重の影響は考

慮されていない。また，圧力チャンバーで複数の固定部を対象として評価する方法も実施

されているが，防水シート全面に等圧加力する試験方法であり，水平力の影響は考慮され

ていない。 

本研究では，耐風圧装置に設置した防水シートにあらかじめ質量の異なる錘を載せ、防水シ

ートを膨らませた後に耐風圧装置内の圧力を変化させて防水シートの膨れ高さ、固定部に加わ

る応力、更には破壊に至るまでの回数を計測し、鉛直力と水平力を考慮した本防水層の耐風性

を検討することを目的とする。 

 
２．研究の方法 

東京工芸大学風工学研究センターの「外装材耐風圧性能試験装置」を用いて，固定部に鉛直

力と水平力を同時に作用させた場合の防水シートの耐風性能を実験的に検討する。 

固定部に鉛直力と水平力を発生させる方法は，防水シートの膨れ高さに違いが生じることに起因す

ることに着目し，圧力チャンバーに設置した防水シートの固定部と固定部の間に重量の異なる錘を積

載した状態で圧力チャンバー内の圧力を変動させて防水シートを脈動させることとした。 
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３．研究成果 

  （１）固定部と固定部の間に置く錘の重量と圧力チャンバーを用いてシート全体に載荷する変動

荷重をパラメータとして，六分力計位置における鉛直力と水平力を測定した。（図１，図２） 

（２）防水シートに錘荷重のみを載荷した場合，固定部に作用する鉛直力は，固定部周囲の錘の

重量に比例し，水平力は錘の重量の差に比例することを示した。（図３） 

（３）錘荷重および防水シート全体に一様な変動荷重を載荷した場合，鉛直力の振幅は，変動荷

重の振幅に比例するが，水平力の振幅は錘荷重の差および変動荷重の振幅の影響を受けていること

を示した。（図４） 
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図４ 錘荷重と鉛直力，水平力の振幅との関係 

図３ 錘荷重と鉛直力，水平力の関係 

図２ 変動荷重と鉛直力，水平力の時刻歴波形 

図１ 実験概要 
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